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1. はじめに
小・中・高校では学校生活に苦戦する子どもへの
援助において、学校心理学を基盤とした、教師・保
護者・スクールカウンセラーなどのチームによる支援
が成果を上げている。その際、援助者間をつなぐコー
ディネーターの存在が援助の成否の鍵となることも知
られている（石隈 ,1999）1）。例えば、不登校の子ども
に対し、無理に登校させようとする保護者と少し登校
を控えて生活を見直すことをすすめる担任教師がい
れば、子どもは困惑する。この場合、家庭と学校で
相談して、援助の方向性を揃えるのが効果的である。
そこで、不登校の子どもに対応する援助チームによる
コンサルテーション（様々な専門家による援助につい
ての相談）が必要となるが、その時に、会議への出
席を要請し、会議の設定・進行についての役割を果
たすのがコーディネーターである。
この例では、コーディネーターは子どもの家庭での
状況をよく知る保護者と学校での状況をよく知る担任
教師から多面的に情報を収集し、援助方針を共有し、
それぞれの役割で行える援助案について担任教師や
保護者と一緒に検討する。子どもに寄り添い、子ど
もの状況に詳しい保護者や担任教師に対して、コー
ディネーターは冷静な判断や実現可能な対応の判断
がより重要となる。第一筆者の経験では、中学校で
はこのコーディネーター役を学年主任が行う場合が多
い。しかしながら、学年主任はコーディネーターとし
ての専門的な学習、例えば学校心理学の研修などは
受けていないことが多い。教師としての経験で対応し
ているのが現状であろう。
一方、大学進学率が 5 割を超えるユニバーサル化
の中で、主体的な学びが求められながらも、意欲の
低下や不適応などの苦戦状況を示す大学生をいかに
支援するかも課題となっている。共通・教養教育を担
当する本学の総合教育センターでは 2011 年度に、「総
合教育センターなんでも相談制度」を立ち上げるとと
もに学生相談窓口を整理した。助言教員制度、相談
室など課題別に多くの窓口が用意されているが、その
有機的な結びつきは、まだ、示されていない。大学
教育でも、小・中・高校のように、苦戦する学生とそ
のような学生に関わる助言教員に対するチームでの援
助が必要と考えられ、コーディネーター養成が求めら
れている。ここでいうコーディネーターとは大学生活に
苦戦している学生への援助について、援助資源となる
人や機関とつなぐ役割を担う者を指す。先に述べた中
学校の学年主任の例からも、心理学の専門家でなく
てもコーディネーターの役割を担うことは不可能では
ないであろう。そこで、心理学の専門家でなく、本学
では助言担当のない総合教育センター所属で、そのよ
うな意思のある教員にコーディネーターとしての研修を
積んで活動してもらうことがこの研修のねらいである。
2. 研修計画
コーディネーター養成の研修は、援助についての
学問体系である学校心理学（石隈 ,1999）1）を基盤
としながらも、文献による講義に終始することなく、
カウンセラーや発達障害に関わる医師などの現場の
方を交えた学習が必要と考えている。本年はその 1
年目にあたるため、研修に必要な内容を検討するこ
とを目的とする。表 1 に今年度の研修計画を示した。
学校心理学の基礎的な内容である「援助とは何か」
「チーム援助とは何か」「学校心理学における 4 種類
のヘルパーと三段階の援助サービス」「学校心理学
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におけるチーム援助の意義」および「発達障害とは」
「困難別の援助」については講義を行い、「チーム援
助の演習」については小学校での事例についてロー
ルプレイを行った。また、「医療の立場からみる発
達障害」「カウンセラーからみる大学生への援助」
については講師を招いた研修を行い、最後に、これ
らの研修全体についての討論を行った。
3. それぞれの研修内容と感想
それぞれの研修について、参加者の報告により、
その内容と感想を簡単に整理する。
（1） 援助とは何か
不登校の生徒を援助した経験を持つ教師による報
告を参加者全員で読み合い、報告の記述のなかに当
研修会全体の主題である「援助」についての記述と同
定できる箇所を拾い上げるという作業を中心に行われ
た。今回の研修会は、参加者全員による協同作業を
通して「援助」概念についての一つのテーゼを導き出
すために進められた講義であったが、この進め方が
参加者の当研修会へのスム ズーな参会を図るうえで効
果的であったと感じられた。一般的にこの種の研修会
の冒頭部には主題についての網羅的な内容説明が配
分される傾向があるが（またそれが適切な場合も多い
が）、学生支援という当研修会のテーマの性格に鑑み
ると、今回行ったようにある種のワークショップを活用
しながら導入を図ることが（必ずしも学生支援の専門
家でない）参加者の関心をうまく引き出していたように
見受けられた。また、報告者にとって、< 援助 > の
介入ポイントを見出す作業はそれ自体楽しく、当会全
体で扱われる「援助」という中心概念の基本的な意
味内容を理解することによって安心も得られた。
（2） チーム援助とは何か
実際の小学校の事例をもとに、チーム援助を行う
背景を学んだ。経験の多少、養護教諭などいろいろ
な立場の教師が見ることで子どもを総合的に見ること
が目的であり、教師間の批判にならないようにするべ
きである。
チーム援助を始めるにあたり学校・保護者・本人な
どで会議を行う際にどのように進めたらよいのかを学
んだ。会議進行の際、まずは「アセスメント」と呼ば
れる、生徒に対する情報収集を行う。この際、問題
点だけでなく自助資源となる本人の長所も挙げていく
ことが重要である。援助案を作るときには、実現可
能なプランを提案することがポイントである。誰かひ
とりの優れた援助者が援助案を策定し、他の援助者
に実行させようとしても、職業上もしくは役割上で危
機的な状況にある援助者には実現不可能な場合があ
る。実現可能かどうかを現実の援助者としっかり話し
合う（プロセスを共有する）ことが大切である。
（3） 発達障害とは
2007 年 4 月より、「特殊教育」を引き継いで、学校
教育では「特別支援教育」が始まった。それ以前は、
心身に障害を持った子どもの教育は特殊教育諸学校
で行われてきたが、普通学級では不適応を起こす中
間領域の子どもや学習障害、発達障害等の子どもが
増加している。そのため、従来の特殊教育の場に限
定せずに普通学級での対象を広げ、全校的な支援体
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表１　コーディネーター養成研修の計画
回 日付 内　容 講　師
1 8 月 7 日 援助とは何か（講義） 樽木
2 8 月 7 日 チーム援助とは何か（講義） 樽木
3 8 月 22 日 発達障害とは（講義） 樽木
4 8 月 22 日 医療の立場からみる発達障害 小児神経精神科　大日向医師
5 8 月 26 日 困難別の援助（講義） 樽木
6 8 月 26 日 学校心理学における４種類のヘルパ とー三段階の援助サービス（講義） 樽木
7 8 月 27 日 学校心理学におけるチーム援助の意義（講義） 樽木
8 8 月 27 日 カウンセラーからみる大学生への援助 本学　木村カウンセラー
9 8 月 28 日 チーム援助の演習 樽木
10 8 月 28 日 夏の研修のまとめ（討論会）
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制を整えて教育する制度となった。LD（学習障害）、
ADHD（注意欠陥多動性障害）、自閉症の発達障害
の特徴に加え、このような障害をもつ子どもと普通の
子を一緒に教育するインクルージョン教育が世界の主
流であることも学んだ。
発達障害をもつと思われる学生に対して、大学側で
どのような体制を作っていくべきかが課題である。幼
稚園から高校までの取り組みや海外で行われている制
度を概観することで、今後の本学での取り組みについ
て、検討するための貴重な情報であったと考えられる。
（4） 医療の立場からみる発達障害
心身障害児総合医療療育センター小児科に勤務す
る大日向医師を招いて研修を行った。
医療機関への相談内容として、幼児期では「こと
ばの発達の遅れ」「先生の言うことがわからない」「集
団行動ができない」、学童期では「ルールがわから
ない」「時間がかかってワンテンポ遅れる」「授業中
にしゃべりっぱなし」「プリントを持って帰らない」
などがある。学校の先生から勧められて受診するこ
とも多い。小学生の場合は小児科で受診するので、
精神科や心療内科を勧めることになる中・高校生よ
りは受診を勧めやすい。
医療機関でできることとして、子どもの抱える問
題点を整理する。そのためには、発達検査（知能検
査）を行い、能力的な偏りがないかを調べる。その後、
助言・指導を行う。根本的な治療はないが、症状を
緩和させるための投薬、訓練、指導などを行うこと
がある。ただし、投薬は就学前には行わない。二次
障害がある場合は投薬の対象となる。ソーシャルス
キルを学ぶ講座も設けている。家族や学校に対して、
関わり方のアドバイスをすることもある。二次障害
を防ぐことを重視している。
近年、軽度発達障害の疑いのある学生が多く見ら
れるようになっているが、受診していない学生が多
いと思われる。18 歳を過ぎた学生であるので、勧
めるとすれば精神科になるため、なかなか保護者に
も話をしづらいのが現状である。受診していなくて
も、日常生活に支障が出ていることは間違いないの
で、授業を担当する教員と助言教員、カウンセラー
などが一丸となって、チームで援助をしていくこと
は今後、不可欠であると思われる。
（5） 困難別の援助
困難別の援助のあり方について、日本学校心理士
会神奈川支部第 30 回研修会資料、および井上・杉
本（2008）2）の書籍を用いて理解を深めた。自閉症
の子どもに日程の変更などを口頭での指示だけでな
く掲示物でも示すなど、ひとりの子どもへの援助が
すべての子どもへの援助となる援助のユニバーサル
化という視点を学んだ。
大学生における学生支援を考えた場合、本学では
学習意欲の低下や不適応などの学習支援だけではな
く、注意欠陥や多動性障害、自閉症などの発達障害
に対する支援の必要性があると思われる。一人の学
生のために一人の教員が応対し、援助し続けること
は極めて困難なことである。このことから、大学全
体として学生の困難別に支援する仕組みつくりを検
討する必要があるだろう。特に教員、保護者、カウ
ンセラーをチームとした共通理解を基盤とした援助
が重要と考えられる。
（6） 学校心理学における 4 種類のヘルパーと三段階
の援助サービス
専門的ヘルパー（カウンセラーなど）、複合的ヘ
ルパー（教師など）、役割的ヘルパー（保護者）、ボ
ランティアヘルパ （ー友人など）が相互に連携して、
子どもの問題状況を①学習、②心理・社会、③進路、
④健康という 4 側面から捉えた上で援助の方針を決
めるべきであることを学んだ。また、援助にあたり、
対象（①全生徒、②一部生徒、③特定の生徒）、援
助ニーズ（①入学時ガイダンスや基礎能力開発など、
②登校渋りや学習意欲低下など、③不登校・発達障
害・いじめ・非行など）、ヘルパー（①教師や事務、
②教師や保護者、③援助チーム）に合わせて援助ニー
ズに応じた三段階の援助サービスの中で位置づけ、
援助案の検討を行うことが有意義であるとの説明を
受けた。
このように主に初等・中等教育機関に向けて開発・
実践されてきた心理教育的援助サービスを、同種の
援助システムが普及していない大学機関で実施する
場合に、どのように適用していくべきかが課題であ
る。とくにカウンセラーだけでは対応困難な「学習
支援」の問題は、保護者の要望も強いことが予想さ
れる。そのための学内のシステムづくりや高校など
学外との連携も含めた新たな支援が必要となる。さ
らに、学科教員や大学・事務を含めて各ヘルパーの
協力も未知数であり、上記三段階の援助サービスシ
ステムを適用する場合、大学ではどの段階を主な援
助の対象とすべきかなど、今後十分な検討を要する
と考えられる。
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（7） 学校心理学におけるチーム援助の意義
子どもの問題状況とヘルパー自身についての情報
収集を行う「心理教育的アセスメント」やチーム援
助のあり方を話し合う作戦会議「コンサルテーショ
ン」の意義とその進め方についての説明を受けた。
さらに、援助チームの第一の目的は子どもへの援助
であり保護者対応ではないこと、援助チーム構成員
（学級担任、保護者、スクールカウンセラー、教育
相談係・学年主任、養護教諭）の役割についての概
説が行われた。
学校教育では、「子ども自身が問題解決を行う力
を育成する」ことを中心的課題としてアセスメント
とコンサルテーションが実施されるが、大学でチー
ム援助を実施する場合、何を中心的課題とすべき
か、役割の異なる各ヘルパーのコンセンサスが重要
となる。義務教育では、学習項目は全ての子どもに
必要な基礎的項目であり、「学び」の支援に疑問の
余地ない。一方、大学教育では、本人の進路希望に
よって学習項目が異なる上、進路変更のための退学
の可能性もある。そのため、卒業を目的とした適応
への支援を中心とするか、進路を見直す支援をすべ
きか、などの援助の中心的課題設定の難しさが予想
される。
（8） カウンセラーからみる大学生への援助
上野原および山梨市キャンパス学生相談室に勤務
する木村カウンセラーを招いて研修を行った。カウン
セラーの経験をもとに、「1. 学生相談室の現状」「2. カ
ウンセラーが感じる諸問題」「3. 発達の問題を抱える
学生の年代差による変化」「4. 事例」「5. 教職員に知っ
てもらいたいこと」という 5 つの観点から、大学生へ
の援助についての見識を示された。問題提起された
点は、一例をあげれば、「全学をあげた学習支援体
制の重要性」「学内における学生支援コーディネーター
の必要性」「カウンセラーもどこの誰に相談したらよ
いかわからない」といったものであった。
カウンセラーの話題提供により、本学における学
生支援の現状について、二つの示唆が得られた。一
つはすでに機能している支援（学生相談室の開設、
助言教員制度の運用等）があり、またもう一つは
いまだ着手されていない支援形態（既存の支援窓
口を「つなぐ」機能の充実化など）である。これ
は内容において重要な指摘であると同時に、「カウ
ンセラー」という、ある意味で外部的観点を含み
うる指摘という意味で大切に取り扱われるべきもの
であると思われた。
（9） チーム援助の演習
石隈・田村（2003）3）での「ナツコの保健室登校
に関する援助」を例に、援助チーム会議のシナリオ
ロールプレイを行った。時間が限られており、また
受講者にチーム援助の経験がないという状況を踏ま
え、今回は台本をもとにした演習となった。実際の
会議の際には、保護者が座る座席の位置にも気を配
らなければならない。この例では、保護者は担任に
不信感があり、養護教諭を信用しているので養護教
諭の隣に保護者席を用意するとよい。
以下、ロールプレイの中で気付いた点を列挙する。
養護教諭は他の教員と異なり指導する視点よりも、
学校の中で子どもを援助するという視点が強い。ま
た、会議を進める際、初めに子どものいいところを
探すことで、保護者が学校に対して文句を言う気持
ちがそがれ、援助に視点を向けやすくなる効果があ
ると感じた。
（10） 研修会のまとめ
中学校では、保護者・教員・カウンセラーのチー
ムで不登校や非行などの子どもの苦戦状況に対応す
ることがよくある。一方、大学では、カウンセラー
自身も学習や学力の問題などカウンセリングだけで
は解決できない問題に悲鳴を上げている。中学校の
ようにチームを組んだ対応はできないかと、コー
ディネーターを学内教員で養成しようと試みた。今
回は、小・中学校ではどのような考えで、どのよう
な援助が行われているかを中心に研修を行った。参
加教員は各回 5、6 名だが、いつか、力になる集団
になりたいと願っている。
討論では、次のような意見が交わされた。
① 守秘義務について、実際はどのようにすること
なのかについての研修が必要である
② 連続して研修に参加することが難しいため、ど
の回に参加しても、そのエッセンスが得られる
ような工夫が欲しい
③ 参加する教員数が増えて欲しい
④ 大学での援助のあり方を検討・構築していく内
容も必要である
⑤ 新入生ガイダンスは現状では一次的援助サービ
スとして機能できていないのではないか、1 日
中、教職員からの話を聞くだけの内容を改革で
きないか
今後は、大学生を対象とした、具体的な援助要請
例なども加えて、研修を積み上げることが必要であ
る。また、研修会参加希望者はメンバに連絡してい
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ただけると有難い。一緒に学生への支援について考
えていきたい。
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